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（仮
称
）
横
浜
能
楽
堂
開
館
準
備
委
員
会
発
足
す

―

柿
落
と
し
実
行
委

―

委
員
長
に
山
崎
有

一
郎
氏

横
浜
市
は

長

平
成
八
年
二

曝
剣逆に時弯

新

横
浜
能
楽
堂

の
オ
ー
プ
ン

に
む
け
、
九
月
二

一
日

「開
館
準
備

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

同
委
員
会
は
、
横
浜
能
楽
堂
を
開

館
す
る
に
当
た
り
、
運
営
方
法
及
び

自
主
事
業
等
に
つ
い
て
、
能
楽
関
係

者
、
学
識
経
験
者
及
び
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
委
員
は

市
長
が
委
嘱
し
、
委
員
の
任
期
は
平

成
八
年
二
月
二

一
日
ま
で
と
さ
れ
た
。

地
元
能
楽
界
か
ら
田
辺
竹
生

（観

世
）、
塚
田
光
太
郎

（宝
生
）
、
守
屋

与
四
巳

（金
春
）
の
三
師
が
入
り
、

当
能
楽
連
盟
か
ら
新
堀
豊
彦
会
長
、

堀
内
万
沙
子
、
浦
部
毅
両
副
会
長

（梅
若
、
喜
多

の
代
表
）
、
望
月
悦

夫
常
務
理
事

（金
剛
）
の
四
名
が
選

ば
れ
た
。
そ
の
他
の
委
員
と
し
て
、

か
も
ん
山
薪
能
実
行
委
員
長
で
あ
り
、

か

つ
能
楽
堂
建
設
促
進
会
副
会
長
で

も
あ

っ
た
野
並
豊
横
商
副
会
頭
、
小

林
進
関
東
学
院
大
助
教
授
、
平
田
澄

子
立
教
大
学
教
授
、
岩
崎
と
も
み
岩

崎
学
園
理
事
長
、
パ
ト
リ
シ
ア

・
ベ

ー
ダ
ー

・
ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
　
カ
ナ
ダ

大
使
館
学
術
交
流
担
当
官
、
中
村
賞

は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
事
務

局
長
、
金
子
肇
市
教
委
教
育
部
長
、

浅
野
俊
博
市
民
局
長
、
木
下
政
昭
市

文
化
振
興
財
団
専
務
理
事
な
ど
が
委

嘱
を
う
け
た
。

な
お
委
員
長
に
は
新
堀
会
長
、
副

委
員
長
に
は
小
林
助
教
授
が
就
任
し
た
。

第

一
回
の
会
合
に
お
い
て
、
開
館

記
念
式
典

（柿
落
と
し
）
は
平
成
八

年
六
月
下
旬
に
内
定
。
各
流
家
元

の

出
演
に
よ
る
公
演
を
行
う
こ
と
と
し
、

な
お

「
（仮
称
）
横
浜
能
楽
堂
柿
落

と
し
公
演
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、

そ
の
委
員
長
は
能
楽
評
論
家
山
崎
有

一
郎
先
生
に
依
頼
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。

「久
良
岐
能
舞
台
」
の
近
況

横
浜
の
能
楽
会
の
大
先
輩
、
宮
越

賢
治
翁
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
市
が
巨

費
を
投
じ
て
現
在
の
形
に
整
備
し
た

久
良
岐
能
舞
台
に
つ
い
て
は
、
既
に

多
く
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
高
澤
館
長
の
お
話
と
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
資
料
を
基
に
、
久
良

岐
能
舞
台
が
い
か
に
大
切
に
運
営
さ

れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
御
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
．
運
営
に
つ
い
て

磯
子
区
長
が
委
員
長
に
な
り
、
行

政
、
地
元
町
内
会
代
表
、
横
浜
及
び

区
内
能
楽
関
係
者
合
計
十
名
に
よ
り

運
営
委
員
会
が
編
成
さ
れ
、
絶
え
ず

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
運
営
の
充
実
を

期
し
て
い
ま
す
。

二
．
施
設
別
利
用
率

施
設
は
能
舞
台
、
茶
室
、
和
室
二

部
屋
で
す
が
、
利
用
率
は
夫
々
四
六

％
、
七
％
、
六

一
％
と
な

っ
て
居
り
、

全
館
貸
切
は
十
三
％
で
す
。　
一
寸
低

く
見
え
ま
す
が
、
午
前
と
午
後
に
分

け
、　
一
日
を
二
単
位
と
し
て
い
る
為

で
、
実
際
は
フ
ル
稼
働
と
い
え
ま
す
。

三
．
団
体
別
利
用
状
況

能
楽
関
係
延

一
三
、
工全
ハ
一
人

（四
九
〇
件
）
、
そ
の
他

の
文
化
団

体

（茶
道
、
舞
踊
、
俳
句
等
）
延
二
、

五
〇
九
人

（三
三
件
）
と
な

っ
て
い

ま
す
。

四
．
月
別
、
曜
日
別
利
用
状
況

番
少
な
い
の
は
木
曜
の
八

一
五
人
で
　

七
．
そ
の
他

八
月
と
十
二
月
が
千
人
弱
で
少
な

く
、
十
月
が
二
、
三
ハ
○
人

で

一
番

多
く
な

っ
て
居
り
、
そ
の
他
は
千
三

百
人
程
度
と
い
っ
た
所
で
す
。
曜
日

と
し
て
は
日
曜
が
四
、
八
七
二
人
、

土
曜
が
三
、
一
一七
五
人
と
多
く
、　
一

す
。
五
．
教
室
、

つ
ど
い
及
び
講
座

教
室
は
観
世
が
初
級
、
中
級
、
梅

若
に
分
か
れ
ま
す
が
、
他
は

一
流

一

教
室
で
合
計
百
四
十
名
の
方
が
立
派

な
先
生
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

各
流
が
練
習
の
成
果
を
競
う

「
謡

曲
と
仕
舞
の
つ
ど
い
」
は
五
流

一
会

に
分
け
て
行
わ
れ
、
出
演
者
四
四
〇

人
に
対
し
、
観
客
は
約
七
百
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
能

・
狂
言
講
座
も

年

一
回
開
催
さ
れ

（有
料
）
百
五
十

人
程
度
の
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

六
．
能
衣
装
に
つ
い
て

宮
越
夫
人
が
寄
贈
さ
れ
た
能
衣
装

が
廿
五
組
あ
り
、　
一
通
り
の
演
目
が

こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

年

一
回
、
鎌
倉
在
住
の
能
衣
装
専
門

家
、
堂
本
朋
子
さ
ん
の
お
世
話
で
虫

干
を
行
い
、
そ
の
際
口
込
み
で
見
学

を
認
め
て
い
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は

一
般
公
開
も
検
討
中
で
す
。

見
学
者
は
お
花
見
、
紅
葉
見
物
を

兼
ね
た
四
月
と
十

一
月
が

一
番
多
く
、

年
間
延
三
千
三
百
人
程
度
で
す
。

職
員
は
館
長
さ
ん
の
他
、　
一
名
が

専
属
で
、
貴
重
な
文
化
財
を
ど
う
や

っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
、

有
意
義
に
活
用
し
て
貫
お
う
か
と
日

夜
、
努
力
を
重
ね
て
居
ら
れ
ま
す
。

御
労
苦
に
感
謝
し

つ
つ
、
節
度
を

守
り
、
楽
し
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
心
に
期
し
て
探
訪
を
終
え
た

次
第
で
す
。
　

　

　

（編
集
委
員
）

五
流
大
会
へ
の
御
協
力
御
礼

雛一即
靱
齢
銀
堀
内
万
紗
子

第
十
回
五
流
合
同
謡
曲
大
会
は
、

平
成
六
年
五
月
二
十
六
日
０
午
前
十

時
三
十
分
始
め
で
、
お
当
番
の
梅
若

が
番
組
の
最
初
と
最
後
を
受
け
も
ち
、

順
調
に
、
素
謡
七
番
、
連
吟
六
番
、

仕
舞
十
五
番
、
独
吟
二
番
、
独
鼓
、

一
調
、
と
進
行
し
ま
し
た
。
終
了
は

予
定
よ
り
十
五
分
延
長
し
て
四
時
四

十
五
分
で
し
た
。
楽
屋
も
大
変
な
賑

わ
い
で
し
た
が
、
初
番
か
ら
終
り
迄
、

お
見
所
ご
観
賞
な
さ

っ
た
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平福画伯の老松
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国
風

金
　
春
　
流

連
盟
常
務
理
事
　
副
皇
中　
当局
安
一

金
春
流
の
集
い
は
平
成
元
年
よ
り

毎
年
七
月
第

一
日
曜
日
に
実
施
し
、

本
年
が
第
六
回
に
当
り
ま
し
た
。

本
年
の
入
場
応
募
人
員
は
二
九
四

人
で
抽
選
に
よ
り

一
六
七
人
を
受
け

付
け
、
当
日
参
加
人
員
は

一
三
八
名

で
、
見
所
は
満
杯
の
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。
出
演
人
員
は
毎
年
三
二
～
四

五
人
で
、
素
謡

一
～
二
番
、
独
吟

一

～
五
番
、
仕
舞
が
最
も
多
く

一
七
～

二
四
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
番
組

の

構
成
は
、
先
ず
久
良
岐
教
室
の
生
徒

の
素
謡
又
は
連
吟
か
ら
始
ま
り
、
新

人
を
含
め
た
生
徒
全
員
で

一
年
間
の

上
達
の
程
を
聞
い
て
貰
い
ま
す
。

次
に
教
室
の
方
々
の
仕
舞
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
教
室
が
始
ま

っ
て
数

年
以
内
の
方
々
で
熱
心
な
稽
古
の
程

が
う
か
が
え
ま
す
。
新
し
く
始
め
ら

れ
る
方
々
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

次
は
独
吟
で
謡
の
み
稽
古
し
て
い

る
人
々
が
主
で
、
キ
リ
、
ク
セ
等

の

一
部
で
、
特
に
聞
き
所
を
を
抜
き
出

し
て
披
露
し
て
い
ま
す
。
又
本
年
は

独
吟
が
多
か

っ
た
の
で
中
止
し
ま
し

た
が
、
例
年
は
旧
い
方
々
の
素
謡
を

一
番
入
れ
素
謡
の
良
さ
に
馴
染
ん
で

貰

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
個
人
稽

古
を
習

っ
て
い
る
人
々
の
仕
舞
を
披

露
し
、
毎
年
違

っ
た
番
組
を
選
び
、

軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
、
初
番
か

ら
五
番
ま
で
、
色
々
の
曲
目
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
旧
い
方
、
熱
心
な
方

が
、
様
々
な
芸
で
皆
様
方
の
目
と
心

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

最
後
は
金
春
流
の
職
分
で
久
良
岐

教
室
の
先
生
で
あ
る
守
屋
泰
利
先
生

と
お
父
さ
ん
の
守
屋
与

四
巳
先
生

（昭
和
四
二
年
能
楽
部
門
無
形
文
化

財
指
定
、
平
成
三
年
動
五
等
旭
日
双

光
章
受
賞
）
２
局
砂
、
狸
々
等

の
仕

舞
で
納
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
集
い
が
盛
大
に
催
さ
れ
る
よ
う
、

久
良
岐
教
室

へ
の
参
加
又
は
先
生
宅

で
の
個
人
稽
古
や
団
体
出
張
稽
古
に

ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
奨
め
申

し
上
げ
ま
す
。

金
　
剛
　
流

横
浜
金
剛
会

望

月
　
悦
夫

毎
年
八
月
の
暑
い
盛
り
に
、
正

に

緑
陰
の
静
寂
、
久
良
岐
能
舞
台
で
催

さ
れ
る
金
剛
流
の
集
い
は
、
市
の
招

待
で
足
を
運
ば
れ
る
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
演
ず
る
流
友
の
方
々
に
と

っ

て
も
楽
し
み
を
分
か
ち
あ
え
る
結
構

な
催
し
と
な

っ
て
定
着
し
ま
し
た
。

当
流
の
つ
ど
い
で
は
番
組
の
編
成

に
あ
た
り
主
題
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
の
平
家
物
語
か
ら
昨
年
は
関

東
の
謡
跡
、
今
年
八
月
二
十
八
日
の

つ
ど
い
で
は

「花
」
を
テ
ー
マ
に
と

り
あ
げ
ま
し
た
。
松

・
竹

。
梅

。
桜
を

は
じ
め
薄
や
雪
の
花
な
ど
季
節
の
花

十
三
種
の
曲
を
集
め
て
、
連
吟
八
番
、

仕
舞
十
五
番
の
番
組
と
し
ま
し
た
。
今
年

も
見
所

が

一
杯

に
な
る

お
客
さ

ん
を
迎

え
て
、

久
良
岐

教
室

の

グ

ル
ー

プ
も
入

っ
て
五
十
数
名
が
出
演
し
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
披
露
し
て
い
る
装
束

付
が
好
評
と
の
こ
と
で
今
年
も
田
村

信

一
郎
先
生
の
ご
指
導
と
解
説
で

一

門
の
若
師
に
よ
り
修
羅
姿

（面

。
中

将
）
と
か

つ
ら
物

（面

。
小
面
）

の

二
態
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
は
見
所
の
お
客
さ
ん
の

中
か
ら
お
シ
テ
を
求
め
た
と
こ
ろ
若

い
女
性
二
人
が
舞
台
に
あ
が
り
、
し

っ
か
り
し
た
構
え
で
付
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ご
本
人
は
勿
論
、
見
所
の
皆
さ
ん

も
装
東
と
共
に
変
わ

っ
て
行
く
姿
に

目
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

附
祝
言
は
田
村
師
が
仕
舞

「
老

松
」
を
勤
め
ら
れ
、
拍
手
も
鳴
り
上

ん
で
、
夕
陽
が
よ
う
や
く
傾
い
た
幽

玄
の
谷
か
ら
、
ま
た
来
年
を
約
し
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

童
［　
多
　
流

馬
場
　
洋

九
月
十

一
日
日
曜
日
、
台
風
二

号
が
関
東
地
方
を
狙

っ
て
い
る
。

今
回
も

一
般
の
観
覧
に
定
員
の
二

倍
を
越
え
る
応
募
が
あ
り
、
見
所
は

お
客
様
で

一
杯
に
な
る
は
ず
。
私

の

よ
う
な
素
人
は
大
勢
の
方
の
前
で
謡

う
の
は
緊
張
す
る
が
、
嬉
し
い
も
の

だ
。
客
足
が
気
に
な
る
。

こ
の
夏
、
客
船
に
っ
ぽ
ん
丸
で
三

つ
の
中
国
を
訪
問
す
る
十
日
間
の
船

旅
に
参
加
し
た
。
前
半
は
二

つ
の
台

風
で
船
は
揺
れ
た
旅
の
半
ば
も
過
ぎ

た
八
月
十
四
日
夕
刻
、
世
界
初
と
い

わ
れ
る
船
上
薪
能

『
羽
衣
』
が
演
じ

ら
れ
た
。
演
者
は
シ
テ

・
友
枝
昭
世
、

ワ
キ

・
森
常
好
、
地
頭

・
出
雲
康
雅
、

小
鼓

・
北
村
治
、
大
鼓

・
柿
原
崇
志
、

笛

。
中
谷
明
、
他
の

一
流
の
顔
ぶ
れ
。

我
々
洋
謡
会
も
舞
台
に
上
が
る
栄
誉

を
得
た
。
「
落
日
の
紅
は
」

に
台
湾

海
峡
に
夕
陽
が
沈
み
、
「
霞

に
紛
れ

て
、
失
せ
に
け
り
」
頃
、
舞
台

の
後

ろ
、
航
跡
の
右
上
に
は
月
が
浮
か
ん

で
い
た
。
大
自
然
の
舞
台
と
能
の
融

合
は
観
客
の
み
な
ら
ず
演
者
を
も
感

動
さ
せ
、
拍
手
は
な
か
な
か
鳴
り
や

ま
な
か

っ
た
。

「俺
た
ち
は
台
風
を
蹴
散
ら
し
て

き
た
か
ら
ね
、
二

一
号
も
心
配
な
い

よ
」台
風
を
心
配
す
る
私
達
を
、
そ
の

船
旅
の

″名
誉
船
長

・
浦
部
毅
″
が

自
身
に
満
ち
た

一
言
で
元
気
づ
け
る
。

洋
謡
会
は
、
裏
山
で
得
意
の
直
前

特
訓
を
い
つ
も
よ
り
入
念
に
行
い
、

全
員
で

「小
袖
曽
我
」
を
謡
う
。
そ

し
て
、
吉
田
さ
ん
と
私
が
浦
部
会
長

の
太
鼓
で

コ
ハ
浦
」
を
謡
う
。
雨
は

降
ら
ず
満
員
と
な

っ
た
お
客
様
が
じ

っ
と
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
が
肌
で
感

じ
ら
れ
た
。

ム
ロ
南【
一　
一

一
号
は
東

に
向
き
を

浦

変
え
、
速

昧
度
を
上
げ

繊
割
つ子榊黙

仕舞 田村

装東付の実演
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為
相
卿
と

「
六
浦
」

い
か
に
し
て
こ
の
一
本
に
し
ぐ
れ
け
む
山
に
先
立
つ
庭
の
も
み
ぢ
葉

兵
頭
　
度
子

稗
名
寺
境
内
に
、
能

「六
浦

」
の

謡
蹟
、
青
楓
の
碑
が
あ
る
。

山
に
先
立

つ
庭
の
紅
葉
を
賞
で
た

冷
泉
為
相
の

一
首
に
感
応
し
、
青
楓

の
操
を
立
て
た
と
い
う
能
の
主
題
と

な

っ
た
楓
。
檀
家
の
人
々
が
そ
の
由

縁
に
、
楓
の
本
を
植
え
継
い
で
き
た

と
い
う
。
何
代
目
か
の
楓
も
立
ち
枯

れ
今
は
謡
蹟
碑
の
み
が
残

っ
て
い
る
。

冷
泉
為
相
は
藤
原
為
家
六
十
六
才

の
時
の
子
。
母
は
阿
仏
尼
。
為
家

の

先
妻
と
の
間
の
長
子
為
氏
は
、
阿
仏

尼
と
同
年
輩
で
あ

っ
た
と
い
う
。
晩

年
の
子
だ

っ
た
の
で
こ
と
に
愛
さ
れ
、

幼
に
し
て
家
伝
の
三
代
集
巴
相
伝
和

歌
文
書
等
を
譲
ら
れ
た
。
ま
た
為
家

は

一紬
掲

氏
に
与
え
た
播
磨
細
川
庄

を

「悔
返
」
し
て
為
相
に
譲

っ
た
。

為
家
没
七
十
八
才
。

一
族
の
間

に

内
紛
が
続
き
、
為
氏
は
細
川
庄
も
返

さ
な
か

っ
た
。
阿
仏
尼
は
朝
廷
や
六

波
羅
府
に
提
訴
し
た
が
埒
が
あ
か
ず
、

鎌
倉
幕
府
に
越
訴
。
逢
坂
の
関
を
発

ち
、
十
四
日
間
の
東
下
の
旅
の
後
、

鎌
倉
に
着
い
た
。
月
影
谷
に
滞
在
し

て
上
訴
。
し
か
し
頃
は
弘
安
、
蒙
古

来
襲
で
世
情
騒
然
と
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
阿
仏
尼
は
志
を
遂
げ
ず
に
没

し
た
ｏ
程
な
く
為
氏
も
没
。
　
　
・

争
い
は
そ
の
子
為
世
と
為
相
の
間

に
引
継
が
れ
、
よ
う
や
く
勝
訴
が
確

定
し
た
の
は
母
尼
没
後
三
十
年
、
為

相
五
十

一
才
の
時
で
あ

っ
た
と
い
う
。

為
相
は
度
々
鎌
倉
に
下
向

。
滞
在

し
た
。
将
軍
久
明
親
王
や
北
條
貞
時

等
幕
府
の
要
人
、
夢
窓
国
師
等
と
も

親
し
く
、
鎌
倉
歌
壇
の
指
導
者
と
仰

が
れ
、
六
十
六
才
で
没
し
た
。

嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）
「
公
卿

補
任
」
に
は

「七
月
十
七
日
莞
於
関

東
」
と
あ
る
が
、
「常
乗
記
」
に
は

「七
月
十
六
日
於
二
京
都

・
逝
去
」

と
あ
る
。

鎌
倉
浄
光
明
寺
に
は
為
相
の
廟
が

あ
る
。
こ
の
辺
り
に
為
相
が
居
住
じ

た
の
で

一
帯
を
藤
谷
と
い
い
、
藤
谷

黄
門

（中
納
言
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。
今
は
こ
の
地
名
は
残

っ
て
い
な

い
。
本
堂
背
後
の
小
高
い
茂
み
の
中

に
宝
筐
印
塔
の
為
相
の
墓
が
あ
る
。

浄
光
明
寺
の
副
住
職
様
の
お
は
な

し
で
は
安
永
年
間

（江
戸
中
期
）

に

当
寺
で
墓
前
祭
が
行
な
わ
れ
、
為
相

卿
を
慕
う
歌
人
達
が
献
詠
し
た
短
冊

が
残

っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
今
も

冷
泉
家
の
法
要
が
当
寺
で
行
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

楓
の
歌
は
藤
谷
和
歌
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
前
書
が
な
い
あ

で
稀

名
寺
境
内
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
。

過
日
、
金
沢
文
庫
特
別
展

「
中
世

紙
背
文
書
」
で
重
要
文
化
財
連
歌
懐

紙
が
展
示
さ
れ
た
。
正
慶
元
年

（
一

三
三
二
）
九
月
十
三
日
、
稽
名
寺
阿

爾
陀
堂
で
行
わ
れ
た
連
歌
会
の
記
録

で

「冷
泉
殿
加
点
云
々
」
と
あ

っ
た
。

時
期
が
為
相
没
後
に
な
る
か
ら
、
冷

泉
黄
門
と
呼
ば
れ
た
そ
の
子
為
秀
の

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

金
沢
六
浦
は
、
歌
の
名
門
冷
泉
家

と
由
縁
の
深
い
地
な
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

井
上
宗
雄

「中
世
歌
壇
史
の
研
究
」

関
靖

「
か
ね
さ
は
物
語
」

阿
仏
尼

「十
六
夜
日
記
」

他

（鎌
倉
評
定
衆
）
　
　
二
条
家

俊
成
―
定
家
―
為
家」
韓
翡
驀 鏡

板
の
老
松

櫂雑嚇縣識期師験
村
上
　
一浮男

横
浜
能
楽
堂
の
完
成
は
平
成
八
年

二
月
と
承

っ
て
い
る
が
、
私
が
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
復
元

さ
れ
る
染
井
能
舞
台
の
鏡
板
の
老
松

の
こ
と
で
あ
る
。

松
本
恵
雄
先
生

の
同
門
誌

「
此

松
」
の
表
紙
絵
に
、
毎
号
松
に
因
ん

だ
水
墨
画
を
描
い
て
来
た
私
と
し
て
、

と
り
わ
け
能
楽
堂
の
目
玉
と
も
い
う

べ
き
鏡
板
の
老
松
に
興
味
を
持

っ
て

い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

も
う
ひ
と

つ
、
染
井
舞
台
の
鏡
板

に

梅
が
描
き
添
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

珍
ら
し
さ
に
ひ
か
れ
た
か
ら
で
も
あ

る
。
し
か
も
、
単
に
珍
ら
し
い
、
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
鏡
板
の
老
松

の

絵
の
伝
統
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
か

ら
い
わ
れ
て
い
た
故
実
の
型

（創
元

社
発
刊

「能
楽
全
者
」
第
四
巻
）

に

よ
れ
ば
、
田
根
際
か
ら
で
は
な
く
、

床
高
だ
け
上
よ
り
描
く

（床
面
を
地

面
と
は
見
な
い
で
、
実
の
土
地
に
生

い
立

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
描
く
）
、

②
鏡
板
に
向

っ
て
、
中
心
よ
り
左
下

に
根
方
を
起
し
、
そ
れ
か
ら
右
上

ヘ

幹
が
曲
り
延
び
る
、
０
他
に

一
樹
た

り
と
も
添
え
ず
、
殊
に
花
木
は
厳
禁
、

以
上
三
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
明
ら
か
に
０
に
反
し
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
染
井
能
楽
堂
は
明
治

初
期
に
前
田
斉
泰
公
の
隠
居
所
と
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
前
田
家

の

祖
先

ｏ
菅
原
家
の
梅
を
あ
し
ら

っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
脇
鏡
板

の
竹

と
あ
わ
せ
、
松
竹
梅
三
友
の
め
で
た

い
と
り
あ
わ
せ
と
も
な
り
、
新
旧
バ

ラ
ン
ス
な
ど
じ

っ
く
り
眺
め
た
い
。

因
み
に
、
０
と
②
に
反
す
る
も

の

と
し
て
、
今
で
も
気
が
か
り
な
の
が

国
立
能
楽
堂

の
老
松

（
森
田
噴
平

画
）
で
あ
り
、
地
面
か
ら
二
本

の
松

が
立
ち
上

っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。
現
に
、
国
立
能
楽
堂

の
完

成
期
に
背
景
の
松
を
巡

っ
て
ひ
と
悶

着
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
と

て
も
、
「
宝
生

能
楽
堂
落
成
十
周
年
、
宝
生
会
誌
」

の
中
に

「老
松
の
様
式
は
江
戸
期
に

は
狩
野
派
風
に
よ
る
老
松
と
い
う
き

ま
り
が
あ
り
、
…
…
戦
後
は
や
や
乱

れ
て
画
家
独
自
の
工
夫
に
よ
る
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
い
う
記

事
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
松
本
先
生
は

「原
則
を
無
視
さ
れ
る
と
演
技
も
出

来
な
く
な
る
が
、
そ
れ
を
守

っ
た
上

で
の
多
少
の
工
夫
は
構
わ
な
い
と
思

い
ま
す
。
国
立
能
楽
堂
の
松
は
違
和

感
は
あ
り
ま
せ
ん
」
（
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
社
内
報

「葵
」

一
〇
八
号
塩
野

筆
）
と
云

っ
て
お
ら
れ
る
の
を
併
せ

読
ん
で
、
や
れ
や
れ
と
思

っ
て
い
る
。

橋名寺 全景
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「井
筒
」
に
想
う

観
世
流
梅
若
会
　
佐
甲
　
富
江

私
の
住
む
住
宅
地
は
山
を
削

っ
て

造
成
し
た
所
で
、
今
で
も
秋
に
な
る

と
空
き
地
に
は
亡
が
群
生
す
る
。
こ

の
頃
に
な
る
と
手
折
ら
れ
て
き
た

一

握
の
き
を
舞
台
に
置
く

「井
筒
」

の

能
を
思
う
。
過
日
、
あ
る
婦
人
グ
ル

ー
プ
の
文
化
講
座
の

一
つ
と
し
て
鎌

倉
に
能
観
賞
に
で
か
け
た
。
こ
の
日

の
演
目
は

「井
筒
」
だ

っ
た
。
ほ
ん

の
少
し
知
識
が
あ
る
と
い
う
事
で
説

明
を
申
し

つ
か

っ
た
の
だ
が
、
実
際

に
は
主
催
者
側
の
あ
ら
筋
か
ら
お
囃

子
に
至
る
迄
、
丁
寧
な
お
話
を
伺

っ

て
か
ら
の
演
能
で
私
は
ホ

ッ
と
し
た

反
面
、
普
段
の
稽
古
で
は
謡
本
の
字

面
を
追
う
の
が
精

一
杯
、
シ
テ
の
心

情
ま
で
理
解
す
る
事
な
ど
で
き
な
い

自
分
の
勉
強
不
足
を
恥
じ
入

っ
た
次

第
だ

っ
た
。
昔
は

一
応
、
古
典
文
学

を
愛
す
る
少
女
だ

っ
た
か
ら
、
こ
の

能
が
本
拠
と
す
る

「伊
勢
物
語
」
も

熱
心
に
講
義
は
聞
い
た

つ
も
り
だ
が
、

今
や
立
派
な
本
は
他
の
全
集
と
共
に

本
棚
に
並
ん
で
い
る
ば
か
り
だ
。

秋
に
な
る
と

「井
筒
」
の
能
を
探

し
て
毎
年
観
に
い
く
人
が
い
る
。
そ

の
人
が
言
う
に
は
九
月
の

「井
筒
」

に
は
若
く
艶
め
く
き
が
立
て
ら
れ
、

晩
秋
に
は
老
い
て
、
ほ
ほ
け
ず
ら
れ

た
き
が
身
に
し
み
る
そ
う
だ
。

日
常
の
雑
事
に
追
い
た
て
ら
れ
、

あ
わ
た
だ
し
く
月
日
の
過
ぎ
る
速
さ

を
嘆
い
て
い
る
私
に
と

っ
て
、
こ
の

様
に

「
ゆ
と
り
」
の
あ
る
時
間
が
持

て
る
の
は
い
つ
の
日
か
と
家
路
を
急

ぐ
道
す
が
ら
揺
れ
る
き
に
思
わ
ず
溜

息
を

つ
く
の
で
し
た
。

松
尾
鉱
山
の
思
い
出

籠
盟
倒
〈ム羅

高
岡
　
幸
彦

盛
岡

へ
行
く
と
、
南
部
片
富
士
と

い
わ
れ
る
岩
手
山
が
西
に
見
え
る
。

そ
の
岩
手
山
を
隔
て
、
向
う
側
に
最

近
有
名
に
な

っ
た
八
幡
平
が
あ
る
。

そ
の
八
幡
平
の
中
腹
、
海
抜
九
百
米

の
所
に
か

つ
て
松
尾
鉱
山
が
あ

っ
た
。

硫
黄
、
硫
化
鉱
を
産
出
す
る
山
で
、

盛
時
に
は
従
業
員
三
千
七
百
人
、
鉱

山
に
居
住
す
る
人
は

一
万
人
も
い
た

が
、
硫
黄
を
産
出
す
る
山
は
石
油
を

精
製
す
る
時
に
副
産
品
と
し
て
硫
黄

が
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
殆
ん
ど
倒

産
し
て
し
ま

っ
た
。
松
尾
鉱
山
も
今

は
な
い
が
、
こ
こ
に
私
は
昭
和
三
十

一
年
か
ら

一
年
間
勤
務
し
た
。
鉱
山

と
い
う
と
荒
く
れ
男
の
集
る
所
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
松
尾
鉱
山
は
決
し

て
そ
ん
な
所
で
は
な
く
、
心
優
し
い

人
が
多
く
集

っ
て
い
た
。
そ
の
人
達

と
謡
曲
も
楽
し
ん
だ
。
山
麓
に
松
川

温
泉
と
い
う
ひ
な
び
た
温
泉
が
あ
り
、

十
月
初
め
の
紅
葉
狩
を
か
ね
て
の
謡

会
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
そ
の
時

頑
張

っ
て

「熊
野
」
を
無
本
で
謡

っ

た
ら
、
盛
岡
か
ら
来
た
人
達
に
先
生

と
間
違
え
ら
れ
た
。
困
惑
し
た
も
の

の
内
心
大
い
に
気
分
を
よ
く
し
た
こ

と
も
忘
れ
が
た
い
。

機
会
を
得
て
松
尾
鉱
山
跡
地
、
松

川
温
泉
、
藤
七
温
泉
等
訪
れ
て
み
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（仮
称
）
「横
浜
能
楽
堂
」
現
況
報
告

去
る
十
月
四
日
、
雨
も
よ
い
の
日

で
あ

っ
た
が
、
能
楽
堂
の
工
事
現
場

を
訪
問
し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
工

事
は
竹
中

・
住
友

・
紅
梅
の
共
同
企

業
体
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

当
日
は
地
下
三
階
駐
車
場
部
分
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
た
め
の
型
枠
及

び
鉄
筋
工
事
の
最
中
で
あ

っ
た
。

所
長
の
海
老
澤
さ
ん
は
熱
海
の
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
の
太
閤
の
黄
金
の
茶
席
、

光
彬
屋
敷
を
は
じ
め
、
由
緒
あ
る
木

造
建
築
物
の
復
元
を
数
多
く
手
が
け

て
来
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

工
事
は
十
月
中
に
地
下
三
階
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
終
え
、
十

一
月

は
地
下

一
階
の
型
枠

・
鉄
筋
及
び

コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
、
そ
の
後
、
来
年

二
月

一
杯
で
地
上

一
階
及
び
二
階
の

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
部
分
の
工

事
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

待
望
の
能
舞
台
は
来
年
六
月
着
工

の
予
定
で
、
名
古
屋
の
専
門
業
者
、

魚
津
社
寺
工
務
店
が
担
当
す
る
。

訪
問
時
現
在
、
進
捗
率
は
約
二
〇

％
、
作
業
員
は
約
八
〇
名
で
あ
る
が
、

来
年
十
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
二
百
名

程
度
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

舞
台
は
明
治
八
年
、
東
京
下
谷

の

上
根
岸
に
加
賀
十
三
代
藩
主
前
田
斎

泰
公
が
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正

八
年
に
貴
族
院
議
長
松
平
頼
寿
氏
が

譲
り
受
け
、
豊
島
区
駒
込
染
井
に
移

築
し
た
。
移
築
の
際
に
は
法
政
大
学

の
山
崎
静
太
郎

（楽
堂
）
教
授
が
設

計
監
理
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
工
事
は
解
体
材
を
仮
組
み

し
、
実
測
を
行

っ
て
創
建
当
時
の
姿

埒
要
鐘
婦
眼膿

新
材
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
る
。
仮

組
み
の
際
、
地
謡
座
は
移
築
時
に
か

な
り
の
設
計
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
が
こ
の
部
分
も
原

型
に
復
元
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

完
成
後
の
運
営
は
鋤
横
浜
市
文
化

振
興
財
団
が
担
当
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
財
団
の
方
は
ま
だ
準
備
組
織
が

出
来
て
い
な
い
の
で
、
九
月
末
に
市

の
文
化
施
設
課
が
幹
事
役
と
な
り
、

開
館
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
の
委
員
会
が

平
成
八
年

の
開
館

に
向
け
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
行
く

こ
と
に
な
る
。

（編
集
委
員
）

人

編

集

後

記

Ｖ

い
つ
も
原
稿
は
各
流
の
御
協
力
に

よ

っ
て
満
度
に
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
と
し
て
は

一
番
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

第
四
二
回
横
浜
能
は
、
出
し
物
が

う
け
た
の
か
、
朝
日
新
聞
で
と
り
あ

げ
ら
れ
た
の
が
よ
か

っ
た
の
か
、
売

れ

何́
き
ま
ず
ま
ず
で
、
本
号

の
発
行

さ
れ
る
当
日
に
は
多
分
完
売
に
な
る

公
算
大
で
す
。
こ
れ
は
横
浜
市
内

の

能
楽

フ
ァ
ン
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ

の
大
き
さ
が
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

開
設
準
備
に
動
き
出
し
た
横
浜
能
楽

堂
の
運
営
に
も
、
明
る
い
希
望
を
持

た
せ
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
是
非
御
協
力
下
さ
い
。

（Ｓ
）
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地下 2階の工事状況


